
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨 城 支 部 便 り 

第 ７８ 号 

２０２２年１月２０日 

編集兼発行人 

谷口 正俊 
 

HITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHI 

新年を迎えて 
会員皆様及びご家族の皆様のご健勝をお祈り致し

まして、新年のご挨拶とさせていただきます。 

     支部長   住川 雅晴 
明けましておめでとうございます。

ご家族皆様で明るい新春をお迎えのこ
ととお慶び申し上げます。 
 昨年も新型コロナに振り回された一
年でした。しかし、わが国ではワクチン

接種が進んだだけでなく、マスク着用・手洗い消毒の
徹底という国民の几帳面さが功を奏していると思い
ます。新たな変異株に対してもこの慎重な対処が必要
です。   
政治に目を転じますと、岸田新政権が発足し、｢新資

本主義｣の下で経済成長と分配の新たなサイクルを確
立し、豊かな国民生活の実現を目指すとの方針です。
日本伝統の｢三方良し｣の経営理念を取り戻し、子供・
孫たちの世代の豊かな時代が見えて来ることを願う
ばかりです。 
茨城地区では、明るいニュースがありました。大み

かクラブの大改造によって新たに｢日立オリジンパー
ク｣が誕生し、日立創業の地のシンボルとして広く市
民にも公開されました。｢創業小屋｣を中心に、創業か
ら現在、更に未来への姿が展示されています。ビジネ
スは急速にグローバル化し、社員も世界中に広がって
います。｢日立オリジンパーク｣が、世界中で働く社員
にとって、心の拠り所として、また誇りとして輝やき、
新たな歴史を創る喜びに繋がることを期待します。 
茨城支部の活動拠点も大みかクラブ内に新装され、

活動が再開されました。今年こそは、全会員が一堂に
会して、総会を盛大に開催できることを期待したいと
思います。 

茨城支部からのお知らせ 

① 第 71 期第１回日立社友クラブ理事会報告 
・会員候補者から 85 名が入会を承認され、本部会員

総数は 7,452名となった。 
② 2021 年 12 月茨城支部役員会報告 
・大みかクラブ内の新大みか拠点への移転を完了し、

11月 1日より活動を開始した。 
・支部入会申込者９名の入会が承認された。 
・支部会員は、958 名(2021 年 12月時点)となった。 
 会員募集活動を支部全体で取り組む。 
 

茨城支部総会のご案内 
2022 年度第 120 回茨城支部総会の開催を以下に予

定しています。 
１．期日：2022 年 5 月 27 日(金) 11:10～14:30 
２．会場：ホテル天地閣 

新型コロナウイルスの感染状況により変更になる
場合があります。詳細内容は後報します。 

｢理科室のおじさん｣急募 
日立理科クラブからのお願いです。 
週２日間ほど、日立市内の小学校へ出向いて、理科

授業の先生のお手伝い(準備・整備・後片付け)をして
いただける方を募集しています。｢子ども好き・科学
好き・モノづくり好き｣な方、是非お願いします。 

 連絡先：日立理科クラブ 担当：畑山･河野 
            TEL･FAX:0294-24-3104 

E-Mail: hsc-rikakurabu@net1.jway.ne.jp 

河原子海岸の初日の出 
撮影者：今井 信一 
撮影日：令和３年 1月 1日 
撮影場所：日立市河原子海岸 
撮影余話：毎年のように新年を迎えると
初日の出を拝みに行く。ついでに写真
を撮る。しかし快晴に恵まれることは
めったになく、良い写真は撮れない。
理由は水平線に雲が多く太陽が雲の上
に登ると光が強すぎて写真が撮れな
い。水木に長年住んだ人が私は 40 年位
初日の出を見るが水平線に雲が少ない
のは二回くらいしか無かった。この日
も水平線に雲が多く、太陽が水平線よ
り少し高く登った位置での初日の出と
なった。 

日立社友クラブ茨城支部ホームページ  http://shayuu-iba.la.coocan.jp/ 
日立理科クラブホームページ          http://www.hitachi-rika.sakura.ne.jp/ 
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 コロナに負けず趣味に生きる 
後期高齢者もまだまだがんばります       中川 幸雄 

会員投稿 (第７８回 ) 

２ 

究
所｣

を
設
立
し
ま
し
た
。｢

真
空
管
ア
ン

プ｣

が
次
つ
ぎ
に
で
き
あ
が
り
ま
す
。｢

真

空
管
ア
ン
プ｣

は
ア
マ
チ
ュ
ア
に
は
扱
い

や
す
く
て
い
い
の
で
す
が
、
遠
い
昔
の
も

の
で
す
か
ら
部
品
が
高
価
で
手
に
入
り
に

く
い
こ
と
が
問
題
で
す
。
私
は
安
い
中
国

の
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
購
入
し
ま
す
が
本
当
に

日
本
と
中
国
の
文
化
の
相
違
で
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
経
験
し
ま
す
。
普
通
の
真
空
管

ア
ン
プ
に
加
え
最
近
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
と

の
組
み
合
わ
せ
や
真
空
管
測
定
器
の
製

作
、
珍
し
い
管
を
使
っ
て
み
た
り
と
い
ろ

い
ろ
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

ピ
ア
ノ｢

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト｣ 

 

最
後
に
が
ら
っ
と
変
わ
っ
て
ピ
ア
ノ
演

奏
で
す
。
学
生
時
代
か
ら
ピ
ア
ノ
を
弾
き

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
か
な
わ

ず
、
入
社
し
て
寮
に
い
た
頃｢

エ
レ
ク
ト
ー

ン｣

な
ら
弾
け
る
だ
ろ
う
と
半
年
分
の
給

料
を
は
た
い
て
買
い
込
み
、
若
い
女
性
ば

か
り
の
教
室
に
通
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
後 

結
婚
式
の
演
奏
を
引
き
受

け
る
な
ど
ほ
ど
ほ
ど
ま
で
行
っ
た
の
で
す

が
し
ば
ら
く
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
退
職
後

日
立
市
に
戻
り
あ
る
日
、
日
立
銀
座
を
フ

ラ
フ
ラ
し
て
い
て
か
つ
て
あ
っ
た
音
楽
の

｢

映
光
社｣

が
ま
だ
あ
る
の
を
発
見(

２
年

前
に
閉
店)

。
所
有
し
て
い
た｢

50
年
前
の

エ
レ
ク
ト
ー
ン｣

と
は
ま
っ
た
く
違
う
最

新
型
を
発
見
し
即
購
入
。｢

昔
取
っ
た
杵

柄｣

と
ば
か
り
東
京
銀
座
の
ヤ
マ
ハ
イ
ベ

ン
ト
で
演
奏
。
女
性
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
が

｢

た
い
へ
ん
や
さ
し
く
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ

イ
ス｣

し
て
く
れ
ま
し
た
が
そ
の
中
身
は

全
否
定
で｢

頭
に
が
つ
ー
ん｣

で
し
た
。
も

う
や
め
よ
う
か
と
も
思
い
ま
し
た
が
い
や

時
間
は
い
く
ら
で
も
あ
る
の
だ
か
ら｢

先

生
に
つ
い
て
み
よ
う｣

と
決
断
。
こ
の
我
儘

な
生
徒
に
対
し
て
非
常
に
よ
い
先
生
に
恵

ま
れ
途
中
ピ
ア
ノ
も
加
わ
り
今
夢
中
に
な

中
川 

幸
雄
氏 

連
絡
先 

〒316-0036

日
立
市
鮎
川
町3-2-1 

ア
ネ
ー
ジ
ュ
鮎
川801 

電
話:0294-51-

2283
 

メ
ー
ル:

y
u
ki
o.
na
ka
ga
wa
@w
4.
di
on
.n
e.
jp 

っ
て
い
ま

す
。
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
コ

ン
サ
ー
ト

も
す
で
に

８
回
。
ピ
ア

ノ
で
は
ベ

ー
ト
ー
ベ

ン
、
シ
ョ
パ

ン
な
ど
古

典
派
、
ロ
マ

ン
派
、
エ
レ

ク
ト
ー
ン
で
は
オ
ペ
ラ
曲
を
お
客
様
の
前

で
も
弾
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
怖
さ

知
ら
ず
で
最
近
は
や
り
の｢

駅
ピ
ア
ノ｣

｢

空
港
ピ
ア
ノ｣

な
ど
で
も
弾
い
て
い
ま
す

が
、
思
い
も
よ
ら
ず
音
楽
本
場
の｢

ウ
ィ
ー

ン
音
楽
館(HMV)

｣

で
弾
く
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
奇
跡
の
感
動
は
生
涯
忘
れ
ま
せ

ん
。 

そ
し
て 

 

こ
の
ほ
か
オ
ペ
ラ(

聴
く
ほ
う
、
出
演
す

る
ほ
う
も)

、
陶
芸(

個
人
工
房
あ
り)

、 

サ
イ
ク
リ
ン
グ(

2000
km/

年)

、
海
外
旅
行

(

２
回/

年)

、
ワ
イ
ン
、
物
書
き
な
ど
を
謳

歌
し
て
い
ま
す
。
昔
話
な
ら｢

水
上
ス
キ

ー｣

も
た
い
へ
ん
な
趣
味
で
し
た
。
関
心
の

お
あ
り
の
方
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご

い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
鉄
道
模

型
館
、
オ
ー
デ
ィ
オ
研
究
所
、
そ
し
て
コ
ン

サ
ー
ト
へ
の
見
学
、
ご
参
加
大
歓
迎
で
す
。

陶
芸
教
室
、
１
日

100
Km

の
久
慈
川
サ
イ

ク
リ
ン
グ
へ
も
ど
う
ぞ
。｢

コ
ロ
ナ
が
落
ち

着
い
て
い
る(

？)｣

今
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。 

 

ウィーン音楽館での演奏 

ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト｢

３
線
式

交
流
運
転
の
０
ゲ
ー
ジ(

レ
ー
ル
幅

3
2mm)

｣
で
す
。
線
路
の
直
径
が
１
ｍ
ほ
ど
、

車
両
は
動
輪
が
２
軸
の
機
関
車
１
両
だ
け

で
し
た
が
た
い
へ
ん
な
宝
物
で
し
た
。 

 
 

中
学
生
に
な
る
と
秋
葉
原
の
電
気
街
に

通
い
部
品
や
工
具
な
ど
の
知
識
を
広
げ
て

私
の
鉄
道
模
型
は
大
き
く
発
展
し
ま
す
。

直
流
化
、
Ｈ
Ｏ(

16.5
mm)

、
１
番(4

5mm)

、

3
.5

イ
ン
チ(89m

m)

。
小
さ
い
方
で
は
Ｎ
ゲ

ー
ジ(

9mm)

、
Ｚ
ゲ
ー
ジ(6

.5mm
)

。
そ
し
て

世
の
中
の
技
術
進
展
に
従
い
遠
隔
制
御
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
。
大
小
の
レ
イ
ア
ウ

ト
製
作
、
廃
線
跡
か
ら
本
物
の
信
号
機
や

運
転
台
を
担
い
で
く
る
。
車
両
の
数
は
い

つ
の
ま
に
か100

0

両
を
超
え
、
15
年
ほ
ど

鹿
嶋
鉄
道
模
型
館 

 

私
の
趣
味
の
第
一

は｢

鉄
道
模
型｣

で

す
。
そ
の
起
源
は
小

学
生
の
こ
ろ
父
親
か

前

鹿
嶋

市

に｢

鉄
道
模

型
館｣

を
建

設

し
地

元

新

聞
に

も

紹

介
さ

れ

ま
し
た
。 

 
｢

鉄
道
模

型
館｣

は
私

が

カ
リ

フ

オ

ル
ニ

ア

の

サ
ン

ノ

ゼ

勤
務

中

に

入
会

し

て
い
た
鉄
道
模
型
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
素
晴

ら
し
い｢

庭
園
鉄
道
を
い
つ
か
は
自
分
も

建
設
す
る｣

が
大
き
な
目
標
で
し
た
が 

現
在
ま
で
は
そ
の
広
い
土
地
の
ご
く
一
部

の
活
用
に
留
ま
り
、
残
り
は
孫
た
ち
の
運 鹿嶋鉄道模型館 

動
会
と
草

刈
り
の
た

め
の
よ
う

な
も
の
に

な
っ
て
し

ま
っ
て
い

ま
す
。｢

鉄

道

模

型

館｣

は
４

つ
の
建
物

か
ら
な
り

大
小
さ
ま

ざ
ま
な
模

型
が
走
り
ま
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
は

L
ive 

Stea
m(

活
き
た
蒸
気
機
関
車)

と
い

う
ガ
ス
や
ア
ル
コ
ー
ル
を
燃
や
し
て
水
を

蒸
気
に
変
え
本
物
の
蒸
気
機
関
の
原
理
と

同
じ
よ
う
に
白
煙(

実
は
蒸
気
で
す
が)

を

上
げ
て
シ
ュ
ッ
シ
ュ
ツ
ポ
ッ
ポ
と
走
る
も

の
に
夢
中
で
す
。
さ
ら
に
大
型
の

3.5

イ

ン
チ
は
孫
た
ち
を
乗
せ
て
走
り
ま
す
。 

中
川
オ
ー
デ
ィ
オ
研
究
所 

鉄
道
模
型
の
た
め
の
機
械
や
電
気
の
技

術
は
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
私
の
さ
ら
に
大

き
な
趣
味
の｢
真
空
管
ア
ン
プ｣

に
繋
が
り

ま
す
。
現
在
は｢
真
空
管｣

だ
け
で
な
く
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
や
IC
な
ど
も
広
く
勉
強
し
範

囲
を
広
げ
て
い
ま
す
。
２
年
ほ
ど
前
に
高

台
の
団
地

か
ら
平
地

の
マ
ン
シ

ョ
ン
に
移

っ
た
の
で

す
が
、
団
地

の
旧
宅
を

改
装
し
て

必
要
な
設

備
を
集
め

｢

中
川
オ
ー

デ
ィ
オ
研

中川オーディオ研究所内 鹿嶋鉄道模型見学会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員のたより  

リレー随筆（７８） 

カムバックハムの１アマ取得奮戦記 
                   佐藤 昭宏          

 

でリタイヤ後、１アマ資格を取得し最近開局したとの
ことであった。このお話を聞き、私も 50年前に断念し
た 1 アマ取得に挑戦することを決意し、2020 年 4 月期
の受験を申し込んだ。 

試験は実技は無くなり法規と無線工学の２科目で、
それぞれ２時間半、30 問、150 点満点、合格点は 70%
で、最近の合格率は約 30%である。毎年 500人程度が合
格している。参考書を購入し、１ヶ月間毎日午前中、約
２時間半、市立図書館に通った。また毎朝１時間寝床
の中で、タブレット画面で過去の試験問題を解く勉強
をした。その結果、90％以上回答ができるようになり、
これなら合格間違いなしという自信がわいてきた。試
験前日の夜 10 時過ぎ、コロナ対策の為 4月期の国家試
験は中止する旨の TEL があった。２ヶ月にわたる試験
勉強が…。やむなく次回９月
の試験を申し込み、1 ヶ月前
から勉強を再開したが、無線
工学は前回あれだけ勉強し
た半分がもやもやの記憶と
化していた。コロナ禍で図書
館は閉鎖、自宅で受験勉強を
再開したが図書館程の集中

私がＨＡＭ(アマチュア無線)と出会
ったのは、 宮城(名取)高専機械工
学科入学の時、電気工学科棟屋上の大き
な八木・宇田アンテナに引かれ、ＨＡＭ
クラブに入部したことから始まる。無線
局の運用にはアマチュア無線従事者の

国家資格が必要であり、秋に電話級、翌年電信級を取
得し学生寮内に個人局を開局した。３年生で第二級を
取得、更に翌年第一級(１アマ)取得にチャレンジした
が、和文電信の実技が覚えられず、学業も忙しくなっ
たので断念し、その後 50 年、２アマ資格のまま運用し
ていた。入社後、独身寮時代はＨＡＭ局を運用してい
たが、結婚後、無線局免許および無線局設備は継続維
持するも、ほとんど休止状態となった。 

2018 年、定年退職後に趣味を再開すべく、無線機を
一新しＨＡＭへのカムバックを準備した。カムバック

ができず、前回ほどの自信が持てなかった。９月 27日、
５時 55分の始発電車で東京へ。９時半からの法規の試
験は自信をもって１時間で退出、しかし午後の無線工
学は 10問程度の計算問題に時間が必要であり、最終３
時半まで粘った。合格か？自信は無かった。 

10 月 13 日、合格通知が届いた。50 年の時を経て、
アマチュア無線技士最高峰の資格を取得でき、これか
らのＨＡＭ取り組みの励みになった。 

して驚いたことに、小さなア
ンテナ、小さな送信電力で遠
距離(海外)と交信できるデ
ジタル通信(ＰＣによる文字
通信)が流行していた。2019
年 11月、交信した局から QSL
カード(交信証)が届き、名取
市の局であることが判り、懐
かしく思い電子メールでご
挨拶をした。その局は 65 歳 筆者のＨＡＭ無線局 

第一級アマチュア 
無線技士免許証 

同好会行事に参加して 以前 60を過ぎ、仕事でフランスに行っていた時、職
場で同室だった韓国の人に誘われ、土曜日の午後に、
カフェで行われていた囲碁の会に参加しました。この
会は、フランス人数名、韓国人２名、日本人は私だけで
した。２ユーロのエスプレッソ(コカ・コーラだと５ユ
ーロと大分高かった)を注文し、午後いっぱい囲碁を打
っていました。言葉は通じなくても囲碁ではコミュニ
ケーションを取れ、２年のフランス生活での印象深い
思い出ができました。 

「囲碁の会」         渡辺 隆 
囲碁は、子供の頃、父親から教えてもら

いました。そんなわけでキャリアは 60 年程
ですが、継続的に取り組むようになったの
は、この会に参加させていただてからで、

先輩各位に暖かく(厳しく)教えていただいておりま
す。 

「デジカメクラブ」     笹島 弘 

た 先輩に勧められ初心者用一眼レフを手に
入れて入会した。月一度の例会では撮影技
術や画像加工の技術等を教わった。不定期
に開催される撮影会は特に楽しかった。そ

の頃あの未曽有の東日本大震災に遭遇した。日立も例
外でなく同好会のシンボル東暁館別館拠点が再起不可
となり、機材や作品の片付けに明け暮れた。一ヶ月後
市内の公共施設会瀬青少年の家等を借用し活動を再開
した。活動の集大成、年末の第７回合同写真展を無事
纏め安堵した。その後拠点は(日)正門近くの同好会本
部拠点、大みか拠点、泉山拠点、テレワーク、市施設
の女性センター等コロナ禍に長い間翻弄されたが、今
年緊急事態宣言が解除され日立オリジンパーク完成と
ともに大みか新拠点がオープンした。11月２年ぶりの
バス旅行・紅葉の霧幻峡渡し船と会津ころり３観音巡
りを実施した。すごく新鮮だった。 

 

「ＰＣ専門講座」       飯田 芳彦 
 以前から、小生の所属する｢グループ A｣
の HP ができたら良いがと考えていたの
で、早速、この講座に参加。 

世話人の安田さんから紹介された教本
を入手。それまで HTML も CSSも何も知らなかったが、
教本は、タグという PC 言語の使い方を一歩一歩レッス
ンしながら覚えるように工夫されており、安田さんの
丁寧な説明もあり、少しずつ理解できた。 

８月の講座受講後、ある友人から HP の作り方につい
ての資料を入手。これも参考に、大胆にも９月中旬頃か
ら｢グループ A｣の HPの試作に取り掛かった。 

他の Web サイトも参考にしながら、何とか試作品が
出来たので、10月初め、安田さんに適切なコメントを 
いただき修正し、なんとか形はできあがったと思う。 

事情があって、この HP は今すぐには Web に UP でき
ないが、今後の為に技だけは磨いておきたいと思う。 
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同好会の行事ご案内（２月～４月） ２.研修会 
研修会は新型コロナ感染防止対策が困難なた

め、今回は中止します。 
なお、11月中旬現在のコロナの状況が継続すれ

ば、次回は令和４年５月に実施する計画です。 
(11 月下旬に明らかになったオミクロン株の流行
を危惧しています。) 
 
世話人：奥村 清 

TEL：090-1252-7396 
FAX：0294-36-0308 
E-mail：kiyoshi-okumura@net1.jway.ne.jp 

３．定例行事予定一覧（開催日・場所・時間などは各グループより、別途茨ネット等により連絡いたします) 

グループ名 連   絡   先  
実施予定日(曜日) 

場   所  時間  備   考  
2 月 3 月 4 月 

野鳥･自然観察 
グループ 

石川 皓  0294-53-7064 
aishikajp@ybb.ne.jp 

14(月)   涸沼 
  9:00～ 
12:00 

参加費：\300/回 
原則雨天中止 

 14(月)  高戸海岸 
  9:00～ 
12:00 

  25(月) 
奥久慈憩の

森 
  9:30～ 
 12:00 

囲碁の会 

日立 
地区 

真鳥岩男  0294-74-5285 
sp8k8z59@lake.ocn.ne.jp 

14(月) 
28(月) 

14(月)   
大会 
28(月) 

11(月) 
25(月) 大みか拠点 

9:30～ 
16:00 

参加費：\100/回 
大会：\1000 

25(金) 25(金) 22(金) 

勝田 
地区 

七海 清  029-273-8450 
fwny8718@nifty.com 

17(木) 17(木) 
21(木)
大会 

大島コミュニ
ティセンター 

 9:00～ 
参加費：\200/回 

大会：\700 

料 理 教 室 
並木慎一郎 029-283-1476 
s-namiki@themis.ocn.ne.jp 

28(月) 28(月) 25(月) 
らぽーる 
ひたち 

 9:45～ 参加費：\1700/回 

卓球クラブ 
村上勝雄  0294-24-2430 
mkattyan@herb.ocn.ne.jp 

2,9、 
16(水) 

2,9, 
16(水) 

6,13, 
20(水) 

会瀬体育館 
  9:00～ 
 12:00 

参加費,会場費等 
まとめ：\4500/年 

デジカメ 
クラブ 

溝口忠憲  029-219-6576 
mizogut@beach.ocn.ne.jp 

7(月) 7 月) 4(月) 大みか拠点 
 10:00～ 
 15:00 

参加費：\1000/回 
昼食費含む 

写真五七五 
細江 徹  0294-42-9126 
tohru92@road.ocn.ne.jp 

4(金) 4(金) 1(金) 大みか拠点 
  9:00～ 
 12:00 

参加費：\500/回 
昼食別途 

PC
グ
ル
ー
プ 

基礎講座 
安田 出  0294-37-1959 
yasuda@i.email.ne.jp 

8(火) 8(火) 5(火) 大みか拠点 
 9:00～ 
 15:00 

参加費：\1000/回昼
食費含む 

勝田地区 
佐々木六漏 029-275-2567 
sasak6318@nifty.com 

22(火) 29(火) 26(火) 
ひたちなか市
ワークプラザ 

 13:15～ 
 16:00 

参加費：\500/回 

専門講座 
安田 出  0294-37-1959 
yasuda@i.email.ne.jp 

24(木) 24(木) 21(木) 大みか拠点 
 9:00～ 
15:00 

参加費：\1000/回昼
食費含む 

 注）旅行会(連絡先；溝口忠憲)は、開催が不定期なので、茨ネットを通じて開催をご案内しています。  

訃 報 誠に残念ですが、苦楽を共にした次の 

方がお亡くなりになりました。 
根本 豊  令和３年 08月 16 日 満 85歳 
磯野 昭  令和３年 09月 29 日 満 87歳 
山田 和夫 令和３年 10月 06 日 満 87歳 
山木 和幸 令和３年 10月 10 日 満 74歳 
武田 洋志 令和３年 10月 11 日 満 79歳 

  加子 泰彦 令和３年 12月 07 日 満 93歳 

編集後記 中川さんの趣味の広さと、それぞれの趣味
に徹底的に打ち込み、すべてがプロ級の腕前、びっく
りしました。余生も趣味に生きる人生大いに楽しんで
ください。このような人生を過ごせる人は余りいない
かもしれませんね。佐藤さんのＨＡＭの１アマ取得奮
戦記、学生時代から興味を持ち、リタイヤ後見事に１
アマ取得、自宅のＨＡＭ無線局からの、日本は勿論、世
界の人々との共通課題のコロナ、地震、異常気象、温暖
化等含め情報交換も楽しみですね。  谷口 正俊 

４ 

1. 第 88回歩こう会【日立の桜名所めぐり】 
日立駅を出発し、平和通り、熊野神社、かみね公園、

桐木田市民広場の桜を巡り歩きます。 
・開 催 日 ：令和４年３月 31 日(木)  

雨天時４月８日(金) 
・集   合：日立駅中央口広場  午前 10 時 
・コ ー ス ：日立駅中央口発→平和通り→桜塚の石碑

→熊野神社→かみね公園(昼食)→桐木田市民広場
→平和通り→日立駅着解散             
(かみね公園はアップダウン有り 全長 6.8ｋｍ) 

・持 参 品：弁当、飲物、マスク、雨具など 
・会  費：200円(非会員 500 円) 
・申込締切：令和４年３月 24日(木) 
・申 込 先：石橋 康正 

Tel/Fax：0294-37-0439 / 0294-37-3725 
E-mail ：yasumasa_ishibashi@ybb.ne.jp 
 


